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今年2月に開業した「EDION PEACEWING HIROSHIMA」では、車いす席を多数設け（一部に

電動車いす用の電源を設置）、開業当初からの常設は国内初となるセンサリールームや、ヒアリング

ループ設置席をはじめとした先進的なバリアフリー施設が整備されています。 

このたび、株式会社サンフレッチェ広島様に御協力いただき、中国地方整備局と合同で、最新の大

規模集客施設のバリアフリー状況について、障害当事者の皆様と視察します。 

１. 日        時： 令和６年３月７日(木) １４：００～１6：0０ 

２. 場        所： エディオンピースウイング広島 

３. 内        容： スタジアム内におけるバリアフリー施設の視察 

当日の視察予定設備（一部抜粋） 

 
    ※席数は設計上の数であり、実際の利用は試合日によって異なります。 

４. 主        催： 国土交通省中国運輸局・中国地方整備局 

５. 協        力： (株)サンフレッチェ広島、大成建設(株)  

６. 参加予定団体： 計１３団体 ※移動等円滑化評価会議中国分科会の構成員のうち                  (順不同) 

・呉工業高等専門学校 ・広島県身体障害者団体連合会 ・広島県手をつなぐ育成会 

・広島県難病団体連合会 ・広島県視覚障害者団体連合会 ・広島県精神保健福祉家族会連合会 

・広島自閉症協会 ・障害者生活支援センター てごーす ・全国脊髄損傷者連合会 広島県支部 

・広島県老人クラブ連合会 ・ひろしまNPOセンター ・認知症の人と家族の会 広島県支部 

・広島県パラスポーツ協会 

７. その他（現地取材時のお願い） 

現地取材を希望される場合は、３月６日(水)18時までに下記へ連絡いただくか、 

別添報道関係者等登録用紙に必要事項を記載のうえ、メールにて提出をお願いいたします。 

 

 

①車いす席(約160席) 

 
 

 ３階コンコースをはじめ、４階パーテ

ィテラスなどに車いす利用者でも応

援可能な席を約160席設置（※）。一

部の車いす席には、電動車いす用の

電源を併設。 

②センサリールーム(常設) 

 
 

様々な人がリラックスした姿勢で、

かつ、感覚過敏の方でも安心して観

戦できる部屋。サッカースタジアムで

開業当初からの常設は国内初。 

③ヒアリングループ設置席 

 
 

座席下のヒアリングループ(アンテ

ナ線)により、雑音に邪魔されずに音

を補聴器や人工内耳に届けることが

可能な座席を約900席設置（※）。 

障害当事者の皆様とエディオンピースウイング広島を視察します 

～最新のサッカースタジアムのバリアフリー整備状況の確認～ 

＜お問合せ先＞ 

中国運輸局 交通政策部 バリアフリー推進課 

担当 ：櫻井(さくらい)・平石(ひらいし) 

TEL：082-228-3499［直通］ 

e-mail：cgt-sho-gyo@ki.mlit.go.jp 

(約900席) 



 

 

エディオンピースウイング広島 視察 

報道関係者等登録用紙 
 

所  属                                                 

氏  名                                                 

連絡先                                                 
 

 

以下にチェックをお願いします。 

 ・ビデオ撮影の希望： □あり  □なし 

 ・カメラ撮影の希望： □あり  □なし 

 

《当日の受付について》 

スタジアム正面のオブジェ前で当局スタッフにお声がけ

ください。 


